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神
奈
川
県

真剣な研鑽の場真剣な研鑽の場

「
季
刊
遠
近
」
は
二
◯
二
◯
年
三
月
に
七
三
号
を
発
行
し
た
が
、
創

刊
は
一
九
九
六
年
一
一
月
で
あ
る
。

　

確
か
あ
の
年
も
ネ
ズ
ミ
年
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
頃
、
私
た
ち
を

指
導
し
て
下
さ
っ
た
文
芸
評
論
家
の
故
久
保
田
正
文
先
生
も
ネ
ズ
ミ

年
だ
っ
た
。
発
足
の
時
、
こ
ん
な
偶
然
を
面
白
が
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。

　

そ
れ
ま
で
「
よ
ん
か
い
」
と
い
う
同
人
雑
誌
を
出
し
て
い
た
仲
間

が
、
声
を
か
け
合
っ
て
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
中
に
は
短
歌
や
俳
句

を
楽
し
ん
で
い
た
人
も
い
た
が
、
こ
の
雑
誌
は
小
説
と
随
筆
、
評
論

等
、
散
文
に
限
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
文
学
好
き

の
仲
間
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
場
で
は
な
く
、
本
気
で
文
学
を

学
ぼ
う
と
い
う
仲
間
の
真
剣
な
研
鑽
の
場
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
と

い
う
意
気
込
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
内
容
は
公
序
良
俗
に
反
し
な
い

限
り
、
ど
ん
な
思
想
を
盛
り
込
ん
で
も
よ
い
が
、
あ
く
ま
で
も
人
間

を
追
究
す
る
も
の
で
あ
り
た
い
と
い
う
の
が
、
同
人
た
ち
の
熱
っ
ぽ

い
理
想
で
あ
っ
た
。

　

「
遠
近
」
と
い
う
誌
名
は
、
久
保
田
先
生
が
考
え
て
下
さ
っ
た
も

の
で
、
今
で
も
私
た
ち
は
先
生
の
遺
産
と
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

本
気
で
文
学
を
学
ぼ
う
　

本
気
で
文
学
を
学
ぼ
う
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招待客を迎える勝又先生

表
紙
は
、
当
時
現
代
美
術
家
協
会
の
代
表
で
あ
っ
た
難
波
田
元
氏
が

船
出
へ
の
お
祝
い
と
し
て
描
い
て
く
れ
た
も
の
で
、
以
来
季
節
ご
と

に
色
を
選
ん
で
使
っ
て
い
る
。

　

二
年
目
の
九
八
年
、
六
号
で
「
久
保
田
正
文
研
究
」
を
特
集
。
紅

野
敏
郎
先
生
が
御
寄
稿
下
さ
っ
た
り
、
大
正
大
学
の
小
嶋
知
善
先
生

が
久
保
田
先
生
の
正
確
な
著
作
目
録
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
。
何
よ
り

話
題
を
集
め
た
の
は
、
先
生
が
七
二
年
に
冬
至
書
房
か
ら
出
さ
れ
た

小
説
「
冬
の
ラ
ン
プ
」
を
転
載
し
た
こ
と
で
、
各
方
面
か
ら
思
い
が

け
な
い
ほ
ど
注
文
が
来
た
の
に
は
驚
い
た
も
の
だ
。

　

米
寿
の
お
祝
い
の
後
間
も
な
く
病
に
倒
れ
て
か
ら
も
、
先
生
は
病

床
か
ら
毎
回
作
品
の
批
評
を
書
き
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
同
人
た
ち
は
、

合
評
会
の
度
に
先
生
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
温
か
い
手
紙
と
厳
し
い
批

評
文
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
に
励
ま
さ
れ
た
か
し
れ
な
い
。
二
◯
◯
一

年
の
六
月
、
そ
ん
な
久
保
田
先
生
が
つ
い
に
亡
く
な
り
、
九
月
に
出

た
一
六
号
は
追
悼
号
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
を
引
き
継
い
で
、
「
遠
近
」
の
面
倒
を
み
て
下
さ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
が
、
勝
又
浩
先
生
で
あ
る
。
勝
又
先
生
は
当
時
ま
だ
法

政
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
し
、
文
芸
評
論
家
と
し
て
も
お

忙
し
か
っ
た
が
、
恩
師
で
あ
っ
た
久
保
田
先
生
の
推
薦
で
も
あ
り
、

同
人
か
ら
の
熱
心
な
お
願
い
を
断
り
切
れ
ず
に
応
え
て
下
さ
っ
た
の

で
あ
る
。
お
忙
し
い
中
、
今
も
三
か
月
に
一
度
く
ら
い
の
割
で
「
遠

近
」
の
例
会
に
参
加
し
て
下
さ
り
、
作
品
の
批
評
そ
の
他
色
々
ご
指

導
を
い
た
だ
い
て
い
る
。　
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歓談する会員

　

勝
又
先
生
の
ご
著
書
は
数
多
い
が
、
や
ま
な
し
文
学
賞
を
受
賞
な

さ
っ
た
「
中
島
敦
の
遍
歴
」
や
和
辻
哲
郎
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た

「
私
小
説
千
年
史
」
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
水
声
社
か
ら
出
版
さ

れ
た
「
山
椒
魚
の
忍
耐
」
は
、
井
伏
鱒
二
生
誕
一
二
◯
年
、
没
後

二
五
年
を
記
念
す
る
興
味
深
い
本
で
あ
る
。

　

ご
執
筆
の
ほ
か
に
も
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
◯
◯
八
年
に
同
欄
が

廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
大
河
内
昭
爾
氏
ら
と
「
文
学
界
」
誌
の
「
同
人

雑
誌
評
」
を
担
当
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
時
の
四
人
の
担
当
者
を

中
心
に
、
同
人
雑
誌
と
文
壇
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
と
な
る
こ
と
を
目
標
に

し
た
雑
誌
「
季
刊
文
科
」
を
一
九
九
六
年
に
創
刊
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

　

現
在
「
遠
近
」
の
正
会
員
は
一
四
人
、
購
読
会
員
は
一
六
人
で
あ

る
。
「
季
刊
」
と
謳
っ
て
は
い
て
も
、
実
際
に
は
年
三
回
し
か
出
な

い
年
も
あ
る
。
が
、
月
一
回
の
合
評
会
は
休
ま
ず
続
け
て
い
る
。
原

則
と
し
て
毎
月
第
一
土
曜
の
午
後
一
時
、
場
所
は
都
営
新
宿
線
船
堀

駅
前
の
「
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
」
（
江
戸
川
区
船
堀
四
・
一
・
一
電

話
◯
三
・
五
六
七
六
・
二
二
一
一
）
の
会
議
室
で
あ
る
。
少
々
の
雨

な
ら
傘
が
要
ら
な
い
と
い
う
便
利
な
場
所
だ
。
会
の
後
は
同
じ
ビ
ル

内
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
食
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

会
費
は
、
正
会
員
が
年
三
万
円
、
購
読
会
員
三
千
円
、
作
品
掲
載

料
は
一
ペ
ー
ジ
一
四
◯
◯
円
。
事
務
局
が
し
っ
か
り
管
理
し
て
く
れ

て
い
る
。

　

同
人
の
活
躍
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
二
◯
一
八
年
に
河
村
陽
子
が
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水
声
社
か
ら
作
品
集
「
林
」
を
出
版
し
た
の
を
初
め
、
花
島
眞
樹
子

が
鳥
影
社
か
ら
「
忘
れ
ら
れ
た
部
屋
」
、
木
野
和
子
が
鉱
脈
社
か
ら

「
お
じ
ょ
ん
」
を
出
版
。
難
波
田
節
子
は
「
雨
の
オ
ク
タ
ー
ブ
サ
ン

デ
ー
」
「
晩
秋
の
客
」
（
鳥
影
社
）
「
太
陽
の
眠
る
刻
」
（
お
う
ふ

う
）
そ
の
他
を
出
版
し
て
い
る
。
な
お
「
季
刊
文
科
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

大
第
一
集
に
は
、
難
波
田
節
子
の
「
紅
い
造
花
」
が
、
第
二
集
に
は

花
島
眞
樹
子
の
「
鏡
の
中
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
「
全
国
同
人
雑
誌
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ
た
小
松
原
蘭
は
、
過

去
「
よ
ん
か
い
」
や
「
河
」
に
多
く
の
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、「
遠

近
」
に
も
瀬
良
有
爲
子
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
い
て
い
た
が
、
育

児
の
た
め
に
一
時
退
会
、
一
七
年
に
復
帰
、
「
川
向
う
の
子
」
「
西

大
門
」
、
「SPA

RRO
W

」
ほ
か
、
各
号
に
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を

発
表
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
の
飛
躍
を
期
待
で
き

る
作
家
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
責
／
難
波
田
節
子
）
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